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Xvalue (i) 点 iの評価値
W (i) 次の手に点 iを選んだ時の勝ち数
Wrave (i) シミュレーション中に点 iを選んだ時の勝ち数
Nall 全体の探索した回数
Nucb (i) 次の手に点 iを選んだ回数
Nrave (i) シミュレーション中に点 iを選んだ回数
 重み (最初は RAVEを、徐々に UCBを重視)
k 定数 : の傾きと極限が決まる (ここでは 950）
c 定数 :考慮する分散の大きさ (ここでは 0:2)
2.3 格言を用いた 3 3パターン
長い歴史を持つ囲碁は、様々なテクニックが格言として蓄積
されてきた。死活に関する格言も多く、「死活はまず広さ次に急







1級程度の詰碁 50問（黒先白死 25問、白先白活 25問）と 1








実行時間 (1問) 正しい判定 正しい最善手
自動設定なし 約 70秒 45/100 10/50
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